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This article presents some consideration for dealing with Role Concepts using OWL and SWRL. Recently, these ontology 
languages, which are standardized for establishing the Semantic Web, acquire more importance as an infrastructure for 
sharing and distributing ontologies. However, although there are many researches for ontology development in OWL and 
SWRL, few of them provide frameworks for representing an ontology with fundamental discussion of conceptualization. 
This can cause a loss of some aspects of objects in a target world in the ontology, because we often are confused by the gap 
between our recognition of the objects and the semantic primitives for representing concepts provided by the ontology 
languages. In this research, we aim to bridge the gap by contrivance of ontological primitives which describe higher 
semantics of concepts, especially role concepts. Our framework helps the developers to define role concepts and describe 
their features with fundamental theory of ontology. 

 

1. 序論 
近年，Semantic Web への注目の高まりは著しく，その実現に

向けた基盤技術の確立は急務となっている．中でも，オントロジ

ーは，「データに(計算機処理可能な)意味を与える」という点で

Semantic Web 理念の根幹に直接関わるものであり，その取り扱

いについては，構築，維持・管理，改訂，共有など外枠の研究

から，基礎理論，評価，ひな形(Best Practice)など内容に関する

研究まで，多くの面からのアプローチを必要としている． 
OWL(Web Ontology Language) や SWRL(Semantic Web 

Rule Language) な ど ， オ ン ト ロ ジ ー 記 述 言 語 の 標 準 化 が

Semantic Web の実現に貢献する部分は極めて大きい．オントロ

ジー記述言語の研究・開発自体は Semantic Web のビジョンが

生まれる以前より行われており，既に数多くの言語 (XOL，

SHOE，OML， DAML+OIL など)が存在していた．OWL は，こ

のうち DAML+OIL を継承する形で開発され，W3C によって

Semantic Web における標準言語として定められた．これに引き

続き，ルール記述の標準言語として SWRL が定められ，複雑な

公理処理に向けた基盤も整えられた．共通基盤を利用し，相互

運用性の高いオントロジーを開発するという点で，これらの言語

を用いながらオントロジーを開発することは重要である． 
OWL は意味表現の共通基盤となることに重点を置いており，

基本的な Semantics を規定する枠組みだけを提供するものであ

る．そのため，例えばロール概念のような，より複雑で高いレベ

ルの Semantics を持った概念を扱うためには，言語が提供する

意味プリミティブを組み合わせることで，その性質を表現するこ

とが必要である．しかしながら，既存のオントロジー開発ツール

の多くは，言語が提供するプリミティブをそのまま用いた枠組み

しか提供しておらず，そのため，例えば part-of 関係など，一般

的かつ基本的な要素についても開発者が個別に定義する必要

があり，オントロジーの意味的相互運用性が不安定になる可能

性があった．そこで W3C は，最近になってようやく OWL を用い

たオントロジーの Semantic Web Best Practice and Deployment
ワーキンググループを立ち上げ，代表的な概念の表現パターン

の列挙と，その性質を反映させたオントロジーの開発方法論に

取り組み始めたところである． 
一方，本研究プロジェクトは，これまで「ロール概念」と呼ばれ

る種類の概念に注目し，その性質に関する基礎的考察を重ね，

それを忠実に反映することが可能な計算機環境の開発を行っ

てきた[溝口 99][古崎 02][砂川 05]．そして，その成果としてオ

ントロジー構築・利用環境「法造」を公開するに至っている

(http://www.hozo.jp)．法造は，ロール概念を定義するための枠

組みをオントロジー構築ツールに組み込んで提供しており，ロ

ール概念の基礎理論に十分精通していないオントロジー開発

者であっても，その必要な性質を反映したオントロジーを構築す

ることを可能にする． 
本稿は，法造が扱うロール概念の性質を OWL と SWRL を用

いて表現することを試み，これまでの考察によって明らかになっ

た性質を，Semantic Web の標準形式で扱う基盤を整えることを

目標としている．そして，その議論を通し，実世界において我々

が認識する概念の性質を表現するためには，オントロジー記述

言語が提供する枠組みを直接用いるだけでなく，高度な

Semantics を規定する枠組みに基づいて取り扱うことの必要性を

提唱するものである． 

2. ロール概念 

2.1 本研究が扱うロール概念 
役割の概念が持つ性質を扱うことの重要性は[Steinmann 

00][Masolo 04][Loebe 05]などでも論じられているが，本研究が

扱うロール概念とは，「状況に依存して変化する個物の呼び名」，

また「あるものが特定のコンテキストのもとで果たす役割を概念

化したもの」[溝口 99][古崎 02a]などと定義され，用いられるもの

である．そして，役割を担い得るもの(Role Playable Thing また

は Potential Role Player)が所属するクラスに対する制約をクラ

ス制約と呼ぶ．一方，ロール概念とは異なり，他の概念へ依存

せずに定義可能な概念を基本概念と呼ぶ．ロール概念は，コン

テキストやクラス制約となる概念を同定し，コンテキストへの参加

の仕方を概念化する事で定められる．そして，基本概念がロー

ル概念で定義される役割を担った状態にあるインスタンス(Role 
Playing Thing)は，ロールホルダと呼ばれる．図１は，その具体
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例を示したものであり，「（組織クラスのインスタンスである）大阪

大学をコンテキストとする（職員ロールクラスのインスタンスであ

る）職員 S1 ロールを，（人間クラスのインスタンスである）John が

担い，職員(ロールホルダ)になる」という事を表現したものである． 
ロール概念を他の種類の概念と区別せずに扱うと，is-a 関係

の Semantics に影響を及ぼし，インスタンス管理を複雑にしかね

ないため，取り扱いに関しては十分な考察が必要である．しかし

適切に扱うならば，例えば，同一のアイデンティティを保ったオ

ブジェクトが，コンテキストの違いによって別の概念として認識さ

れたり，また，それらが頻繁に変化したりする世界の振る舞いを，

その性質を忠実に表現しながらモデリングすることを可能にし，

効果的なインスタンスモデル管理に貢献する． 

2.2 本研究が扱うロール概念の性質 
本節では，これまでの考察によって法造が取り扱ってきたロ

ール概念の性質を明らかにし，その取り扱いを指向したオントロ

ジ ー が 満 た す べ き 要 件 や 取 り 扱 う べ き 性 質 を 列 挙 す る

[Sunagawa 05][Kozaki 06]1． 
(1) ロール概念を伴った part-of 関係 

あるインスタンスが別のインスタンスの部分となるとき，part-of
関係に依存する部品という役割を果たす事に伴い，同時に

別の役割も果たす場合が考えられる[古崎 02]2．このとき，全

体物となる側の概念は，その部分物だけでなく，それらに付

与する一連の役割からも構成されていると考えることができる．

このことは，「結晶」を「結晶構造」と「その構造を満たすもの」

の両方から構成される概念と見なすことに例えられる．前者

はロール概念に，後者は部分物に対応する． 
(2) コンテキストの明示 

コンテキスト依存性は，ロール概念が持つ最も基本的かつ重

要な性質の一つであり，ロール概念の定義においては，そ

れを決定づける概念を明示する必要がある． 
(3) ロール概念とロールホルダの区別 

役割自体を表す概念と，実際にその役割を担った状態にあ

る概念とを区別して扱うことは，例えば，同一の役割を複数

の担い手の間で受け渡すというモデルの表現を可能にし，ま

た，(5)で述べるカウンティング問題の解決にも貢献する． 
(4) ロール概念のクラス化 

ロール概念をクラスとして扱うことの最も大きな利点は，その

インスタンス管理によって，アイデンティティを持った存在とし

てのロール概念を扱えるようになることである．これにより，例

えば，担うことを止めたロール概念を再び担ったとき，それが

以前と同じ役割か，異なる役割かを議論することが可能にな

る．さらに，空きポストなど，担われていない状態のロール概

念についても，個別に識別して扱うことが可能になる． 
                                                  
1 ここで取り上げる性質は主に OWLや SWRLで表現するために
実装上の観点から論じるものであり，オントロジー基礎理論によ
って厳密に規定される性質全てを網羅的に論じたものではない． 
2 法造で扱う「関係概念」がコンテキストとなる場合は，役割の
担い手は構成要素とはならず，ただ参加者として振る舞う．しか
し，この違いに関する議論は本稿の範囲内では不要であり，その
性質も全体概念の場合のアナロジーで処理することが相当程度可
能なため，以後の部分においても特に言及しない． 

(5) ロールホルダのクラス化(カウンティング問題の解決) 
カウンティング問題とは，例えば「ある期間のうちに飛行機会

社が運んだ乗客数(延べ人数)と，その会社を利用した人間

の数(同じ人を重複して数えない)とのギャップ」に関する問題

である．この問題は，乗客ロールを担ったオブジェクトの数と，

担うことによって認識されたロールホルダの数とを区別して数

えることで解決されるが，ロールホルダのクラスを定義し，そ

のインスタンスを数えることは最も簡単な解法の一つである． 
(6) ロール概念のインスタンスの存在条件 

part-of 関係に基づくコンテキスト依存性から，ロール概念の

インスタンスが存在するためには，それが依存するコンテキ

ストとなる概念のインスタンスの存在が必要である． 
(7) ロールホルダのインスタンスの存在条件 

ロールホルダのインスタンスは，(9)で論じるロール概念のイ

ンスタンスの状態に依存して決定され，クラス制約を満たすイ

ンスタンスが役割を担うことによって初めて認識される． 
(8) ロールホルダの定義継承 

ロールホルダは，対応するロール概念のインスタンスとそれ

を担っているインスタンスの両方と，性質を共有する．その構

成要素間の関係は，図 2 のように表される． 
(9) ロール概念のインスタンスの状態表現 

ロール概念のインスタンスには，担い手に無関係な役割のみ

が概念化された「空きポスト」のような状態と，インスタンスによ

って実際に担われ，完全なインスタンスとして振る舞うことが

可能な状態とが存在する3． 
(10) 複合ロール概念の定義(ロールアグリゲーション) 

依存するコンテキストの数で分類したロール概念の種類に，

単一のコンテキストから決定される「プリミティブロール概念」

と，複数のコンテキストから決定される「複合ロール概念」とが

ある．これらの性質の違いを扱う枠組みの一つに，コンテキス

トの分解と本質の決定に基づいてロール概念の組織化を行

う「ロールアグリゲーション」がある． 
(11) 複合ロール概念を担うインスタンス 

複合ロール概念のインスタンスを担う際は，それを構成する

複数のロール概念のインスタンスを同時に担う必要がある． 

2.3 「法造」におけるロール概念の取り扱い 
筆者らは，前節で述べたロール概念の性質に関する考察に

基づき，オントロジー構築・利用環境「法造」の開発を行ってき

た．法造のオントロジーエディタは，コンテキストとなる基本概念

の定義に付随する形でロール概念を記述する枠組みを提供し

ており，図 3-a はその表現形式を示すものである．法造が取り扱

うオントロジー表現はフレームシステムに基づいており，ロール

                                                  
3 一方で，例えば「夫婦」における「夫ロール」と，それを満た
す「男性」とを切り離して扱うことが不可能であるように，ロー
ル概念と，それを担う概念との part-whole関係の Semanticsが
密接に絡む場合も存在する．こうした，部品の必須性や部品間の
関係の扱いについては，さらなる考察が必要である． 

図 1. コンテキスト，ロール概念，ロールホルダの関係 
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概念は「コンテキストとなる概念を表すノードに関連付けられた

スロット」の形式で表現される．図 3-b は，図１で示した職員ロー

ルの例を，法造の形式で表現しなおしたものである．また，これ

に加えて，現在，ロール概念の is-a 階層を構築することが可能

な，ロール概念組織化の枠組みの開発も行われている[砂川 
05]． 

3. OWL と SWRL を用いたロール概念の表現 
本章では，2 章で論じたロール概念の性質に基づき，OWL と

SWRL を用いてロール概念を表現することを試みる．なお，本

文中の斜体文字は全てプロパティを表すものである 
図 4 は，前章で例として用いた職員ロールの例(図 3-b)を，

OWL の抽象構文形式で表現したものであり，図 5 は，職員ロー

ルのコンテキスト依存性を本質とし，教授行為主体ロールのコン

テキスト依存性を合わせ持った複合ロールである教員ロールを

表現した例である．また表 1 は，図 4,5 で用いられているクラス

やプロパティの間に成り立つ推論ルールを表現したものである．

表中の推論ルールは可読性を高めた形式で記述されているが，

SWRL の抽象構文で表すと，例えば表下の例ようになる．これ

らのルールは，インスタンスモデルに適用し，ある事実から別の

事実を導くものであるが，同時に，ロール概念の性質を表すも

のとして，法造が提供するクラスやプロパティの用い方を規定す

るものでもある．例えば Rule-03，04 は，ロール概念のクラスを

定義する際には，そのコンテキストとなる概念を表すクラスとの

間に，hozo:dependOn と hozo:hasStructuralComponent の両方

を成り立たせる必要があることを表している4． 
まず，基本概念(全体概念)，ロール概念，ロールホルダの区

別に従い，各々に対応するクラスである hozo:BasicConcept5，

hozo:RoleConcept，hozo:RoleHolder を定義する．法造で記述さ

れる全ての概念は，これらのいずれかの下位概念として表現さ

れる．以下では，2.2 節で論じたロール概念の性質と照らし合わ

せながら，各々の性質がどのように表現されるかを説明する． 
(1) ロール概念を伴った part-of プロパティ 

法造が提供する part-of リンクは，原則としてロール概念を伴

ったものであり，ロール概念とクラス制約の両方に関して，二

重の Semantics を持っている．OWL による表現では，これら

は 明 示 的 に 分 離 さ れ ， hozo:hasStructuralComponent や

hozo:hasComponent を用いながら，プロパティ制約とともに表

現される(図 4，表 1 Rule-01~02)．例えば Rule-01 は，z をコ

ンテキストとするロール概念のインスタンス x は z における役

割の一つである(hozo:hasStructuralComponent(?z,?x))が，こ

のロール概念 x を y が担う(hozo:playedBy(?x,?y))とき，y も z
の部分となる(hozo:hasComponent(?z,?y))ことを導出する． 

                                                  
4 二つのプロパティが同時に存在することは owl:inverseOfでも表
現可能であるが，両者の Semantics は本質的に異なるものであり，
この場合は適切でない． 
5ここでは便宜的に hozo:BasicConceptクラスを定義してプロパテ
ィ制約などで用いるが，記述の仕方を工夫することによって，
hozo:BasicConceptを上位クラスとして用いずとも，本稿で論じ
たロール概念の性質を表現することは十分可能である． 

(2) コンテキストの明示 
hozo:RoleConcept クラスの定義では，hozo:dependOn につい

て cardinality=1 という制約が記述される（図 4）．このプロパテ

ィは，ロール概念をドメイン，依存するコンテキストとなる概念

をレンジとするプロパティであり，これによってコンテキストとな

る概念が常に明示化される． 
(3) ロール概念とロールホルダの区別 

ロール概念とロールホルダの区別は，各々に対応するクラス

が，hozo:RoleConcept また hozo:RoleHolder クラスの下位概

念として定義されることで表現される（図 4）． 
(4) ロール概念のクラス化 

(3)に伴って，ロール概念のクラスが取り扱われる．これにより，

アイデンティティを持ったロール概念のインスタンスを扱うこと

も可能になる． 
(5) ロールホルダのクラス化(カウンティング問題の解決) 

(3)に伴い，アイデンティティを持ったオブジェクトとしてロール

ホルダのインスタンスを扱うことが可能となり，ロール概念や担

い手となる概念のインスタンスから明確に区別される．カウン

ティング問題は，ロールホルダのインスタンスと，その担い手と

なったインスタンスを区別して数えることで解決される． 
(6) ロール概念のインスタンスの存在条件 

(2)に伴い，hozo:RoleConcept クラスのインスタンスが存在す

るためには，コンテキストとなるクラスのインスタンスが存在し

ており，かつ，両者の間に hozo:dependOn が成り立たなけれ

ばならない事も表現される(図 4，表 1 Rule-03~04)． 

図 4. OWL を用いたロール概念の表現例 
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ObjectProperty(hozo:dependOn
domain(hozo:RoleConcept))

ObjectProperty(hozo:playedBy
domain(hozo:RoleConcept)
range(hozo:BasicConcept))

ObjectProperty(hozo:inheritFrom
domain(hozo:RoleHolder))

ObjectProperty(hozo:hasComponent
range(hozo:BasicConcept))

ObjectProperty(hozo:hasStructuralComponent
range(hozo:RoleConcept))

Class(hozo:BasicConcept partial
DisjointClasses(hozo:RoleConcept hozo:RoleHolder))

Class(hozo:RoleConcept partial
restriction(hozo:dependOn cardinarity(1))
restriction(hozo:playedBy maxCardinarity(1)))
restriction(hozo:heldBy maxCardinarity(1)))

Class(hozo:RoleHolder partial
restriction(hozo:inheritFrom cardinarity(2))
restriction(hozo:inheritFrom someValuesFrom(hozo:RoleConcept))
restriction(hozo:inheritFrom someValuesFrom(hozo:BasicConcept)))

Class(職員ロール partial hozo:RoleConcept
restriction(hozo:dependOn allValuesFrom(組織))
restriction(hozo:playedBy allValuesFrom(人間)))

Class(職員 partial hozo:RoleHolder
restriction(hozo:inheritFrom someValuesFrom(職員ロール))
restriction(hozo:inheritFrom someValuesFrom(人間)))

Class(組織 partial
restriction(hozo:hasStructuralComponent someValuesFrom(職員ロール))
restriction(hozo:hasComponent someValuesFrom(人間)))

クラス制約

a)ロール概念の記述枠組み

職員
職員ロール

人間
p/o *

b) ロール概念の例

コンテキストとなる基本概念

ロール概念
関係の種類

ロールホルダロールホルダ

組織

図 3. 法造のオントロジーエディタと，ロール概念の表現例
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(7) ロールホルダのインスタンスの存在条件 
ロールホルダのインスタンスが存在するためは，ロール概念

のインスタンスと，担い手となるクラスのインスタンスとの間に

hozo:playedBy が存在しなければならない（図 4）．このことは，

SWRL を用いて表現される(表 1 Rule-05~08)． 
(8) ロールホルダの定義継承 

ロールホルダが，ロール概念と，それを担う概念(Role Playing 
Thing)の両方から定義を継承することは，hozo:inheritFrom
を用いて表現される（図 4）．これは，rdfs:subClassOf のように，

レンジのクラスが持つプロパティをドメインのクラスが継承する

ことを表すプロパティであるが，継承の条件で高階推論が必

要となる可能性があり，現在考察中である． 
(9) ロール概念のインスタンスの状態表現 

担われている状態のロール概念のインスタンスと，担われて

いない状態のインスタンスとの違いは，hozo:playedBy が他の

インスタンスとの間に成り立つかどうかの違いで判断される． 
(10) 複合ロール概念の定義(ロールアグリゲーション) 

複合ロールは，それを構成するロール概念のうち，本質となる

コンテキスト依存性を持ったロール概念の下位概念として

rdfs:subClassOf を用いて表現され，それ以外のロール概念と

の関係が hozo:aggregateOf を用いて表現される（図 5）．

hozo:aggregateOf は，hozo:inheritFrom のように，レンジとな

るロール概念が持つプロパティのうち必要なものを，ドメインと

なるロール概念(複合ロール)に継承させる働きを持つが，こ

の性質についても(8)と同様の考察が必要である． 
(11) 複合ロール概念を担うインスタンス 

複合ロール概念を担うインスタンスは，その構成要素となるロ

ール概念の全てを同時に担う(図 5，表 1 Rule-09~11)． 

4. 関連研究 
OWL などの標準形式で，代表的な概念の性質を取り扱う試

みに，W3C の Semantic Web Best Practice and Deployment ワ

ーキンググループがあり，現在，part-whole 関係やクラス階層を

用いた属性値表現に関するドキュメントが公開されている．しか

し，紹介されている part-whole 関係が扱う性質は，主に推移律

に関するものだけであり，mereology に基づくインスタンス存在

の依存関係や，ロール概念との関係などに関する考察はない． 

5. 今後の課題・結論 
本稿は，オントロジーで扱うことが望ましいロール概念の性質

を，OWL や SWRL などの標準形式で表現することを試みた．3
章で述べたように，いくつかの点でその表現は不十分であり，今

後さらなる考察が必要ではあるが，ロール概念が持つ主要な性

質は表現できており，OWL と SWRL を用いたロール概念表現

のひな形（Best Practice）として利用可能なものである．この考察

は，法造におけるオントロジーの OWL＋SWRL エクスポート機

能に反映され，Semantic Web の共通基盤に則ったオントロジー

開発ツールとしての法造の位置を，より明確にするものである． 
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図 5. OWL を用いた複合ロール概念の表現例 

ObjectProperty(hozo:aggregateOf
domain(hozo:RoleConcept)
range(hozo:RoleConcept))

Class(教授行為主体ロール partial hozo:RoleConcept
restriction(hozo:playedBy allValuesFrom(人間)))

Class(教員ロール partial 職員ロール
restriction(hozo:dependOn allValuesFrom(学校))
restriction(hozo:playedBy allValuesFrom(人間))
restriction(hozo:aggregateOf allValuesFrom(教授行為主体ロール)))
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表 1. SWRL を用いたロール概念の性質表現 

hozo:playedBy(?x,?z)hozo:aggregateOf(?x, ?y)  ∧
hozo:playedBy(?y, ?z)Rule-10

hozo:hasComponent(?z, ?x)hozo:playedBy(?x, ?y) ∧
hozo:hasComponent(?z, ?y)

Rule-02

hozo:hasComponent(?z, ?y)hozo:playedBy(?x, ?y) ∧
hozo:hasStructuralComponent(?z, ?x)Rule-01

ConsequentAntecedent

differentFrom(?x, ?y)aggregateOf(?x, ?y)Rule-11

hozo:playedBy(?y, ?z)hozo:aggregateOf(?x, ?y) ∧
hozo:playedBy(?x, ?z)Rule-09

hozo:heldby(?y, ?x)hozo:inheritFrom(?x, ?y) ∧
hozo:RoleConcept(?y)Rule-08

hozo:inheritFrom(?z, ?x)hozo:playedBy(?x, ?y) ∧
hozo:heldBy(?x, ?z)Rule-07

hozo:playedBy(?y, ?x)hozo:heldBy(?x, ?y)Rule-06
hozo:heldBy(?x, ?z)hozo:playedBy(?x, ?y)Rule-05

hozo:structuralComponent (?y, ?x)hozo:dependOn (?x, ?y)Rule-04
hozo:dependOn (?y, ?x)hozo:structuralComponent (?x, ?y)Rule-03

hozo:playedBy(?x,?z)hozo:aggregateOf(?x, ?y)  ∧
hozo:playedBy(?y, ?z)Rule-10

hozo:hasComponent(?z, ?x)hozo:playedBy(?x, ?y) ∧
hozo:hasComponent(?z, ?y)

Rule-02

hozo:hasComponent(?z, ?y)hozo:playedBy(?x, ?y) ∧
hozo:hasStructuralComponent(?z, ?x)Rule-01

ConsequentAntecedent

differentFrom(?x, ?y)aggregateOf(?x, ?y)Rule-11

hozo:playedBy(?y, ?z)hozo:aggregateOf(?x, ?y) ∧
hozo:playedBy(?x, ?z)Rule-09

hozo:heldby(?y, ?x)hozo:inheritFrom(?x, ?y) ∧
hozo:RoleConcept(?y)Rule-08

hozo:inheritFrom(?z, ?x)hozo:playedBy(?x, ?y) ∧
hozo:heldBy(?x, ?z)Rule-07

hozo:playedBy(?y, ?x)hozo:heldBy(?x, ?y)Rule-06
hozo:heldBy(?x, ?z)hozo:playedBy(?x, ?y)Rule-05

hozo:structuralComponent (?y, ?x)hozo:dependOn (?x, ?y)Rule-04
hozo:dependOn (?y, ?x)hozo:structuralComponent (?x, ?y)Rule-03

例：Rule-01
Implies( Antecedent(  hozo:playedBy(I-variable(x) I-variable(y))

hozo:hasStructuralComponent(I-variable(z) I-variable(x)))
Consequent( hozo:hasComponent(I-variable(z)) I-variable(y)))



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


